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補助事業名 2021年度公設工業試験研究所等が主体的に取組む共同研究 

補助事業者名 徳島県 

 

１ 補助事業の概要 

（１） 事業の目的 

本研究では、車載用スピーカーの付加価値の向上を目的とし、スピーカー振動板の材質と

人が感じる音の印象の関連性について明らかにする。具体的には、近年、用途開発が進んで

いる繊維強化複合材料を用いてスピーカーの振動板を試作した。人が感じる様々な主観の中

でも嗜好性に着目し、スピーカーから出力される音の嗜好性と振動板の材質との相関関係に

ついて検証を行った。 

（２）実施内容 

まず、振動板の設計と試作を行った。振動板の材質は、炭素繊維、アラミド繊維、高弾性

炭素繊維、及びガラス繊維を用いた繊維強化複合材料とした。振動板をエンクロージャーに

組み込み、主観評価を行った。その結果、音の嗜好性は振動板の材質と音楽の種類に依存す

ることを確認できた。このため、ターゲットカスタマーが高頻度で聞く音源に合わせて、振

動板の選定を行う必要があることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

試作した振動板           実験環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主観評価の結果 



２ 予想される事業実施効果 

本研究で確立した評価法は、車載用スピーカーのみならず、オートバイ用イヤホンやヘッ

ドホンなどにも適用できることから、汎用性が高い。今後、評価法を様々な機械関連製品へ

応用することで、地域の機械関連産業の活性化に大きく寄与することが予想される。なお、

引き続き、共同研究企業と連携し、本研究の成果を設計に盛り込み、製品化に向けた開発を

行っていく。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

研究結果報告書  

(https://www.itc.pref.tokushima.jp/02_research/report/R3/2021JKA.pdf) 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

                

 

                     

                          

 

 

 

 

 

 

   

https://www.itc.pref.tokushima.jp/02_research/report/R3/2021JKA.pdf


（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

ＬＥＤ応用製品常設展示場におけるポスターの展示  

(https://www.itc.pref.tokushima.jp/06_result/result_R03/2021_JKA.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県立工業技術センター 技術支援ニュース No.322 

 (https://www.itc.pref.tokushima.jp/08_news/news_322_220525.shtm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

https://www.itc.pref.tokushima.jp/06_result/result_R03/2021_JKA.pdf
https://www.itc.pref.tokushima.jp/08_news/news_322_220525.shtm


４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 徳島県立工業技術センター 

（トクシマケンリツコウギョウギジュツセンター） 

住  所： 〒770-8021 

徳島県徳島市雑賀町西開11-2 

代 表 者： 所長 粟田 栄治（アワタ エイジ） 

担当部署： 企画総務担当（キカクソウムタントウ） 

担当者名： 主任研究員 鎌倉 駿（カマクラ シュン） 

電話番号： 088-635-7901 

F  A  X： 088-669-4755 

E - m a i l： tokushimakougi@itc.pref.tokushima.jp 

U R L： https://www.itc.pref.tokushima.jp/ 
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